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特　
　
集

空芯菜を収穫する田丸保育所年長組

　

７
月
31
日
、
相
可
高
等
学
校
の

生
徒
が
田
丸
保
育
所
の
園
児
た
ち

と
い
っ
し
ょ
に
空
芯
菜
の
収
穫
を

し
ま
し
た
。

　

こ
の
空
芯
菜
は
水
の
浄
化
の
た

め
６
月
上
旬
に
同
校
生
徒
が
園
児

と
一
緒
に
種
を
ま
い
た
プ
ラ
ン
タ

ー
を
役
場
近
く
の
お
堀
に
浮
か
べ

て
栽
培
し
、
７
月
の
下
旬
に
収
穫

の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

保
育
所
の
園
庭
に
集
ま
っ
た
園

児
た
ち
は
、
高
校
生
の
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
の
説
明
を
し
っ
か
り
聞

き
30
㎝
程
度
に
成
長
し
た
４
０
０

空芯菜入りマドレーヌを試食

本
ほ
ど
の
空
芯
菜
を
ハ
サ
ミ
で
根
元

か
ら
切
っ
て
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
収
穫
後
に
は
相
可
高
等
学

校
食
物
調
理
科
の
生
徒
が
調
理
し
た

「
空
芯
菜
入
り
マ
ド
レ
ー
ヌ
」
が
配
ら

れ
、
園
児
た
ち
は
こ
の
一
風
変
わ
っ

た
お
菓
子
を
美
味
し
そ
う
に
ほ
お
ば

っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
同
校
で
は
８
月
１
日
に
行
わ

れ
た「
夏
祭
り（
玉
城
町
商
工
会
）」で
、

こ
の
空
芯
菜
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
と
し

て
「
空
芯
菜
入
り
チ
ヂ
ミ
」
を
無
料

で
振
る
舞
い
、
多
く
の
来
場
者
を
喜

ば
せ
て
い
ま
し
た
。

特 集
　

小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ま
つ
り
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

子
供
た
ち
が
訪
れ
、
開
始
早
々
か
ら
各

店
に
行
列
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
名
物
流
し
そ
う
め
ん
、

ア
グ
リ
コ
ー
ナ
ー
の
出
店
、
原
区
子
ど

も
会
の
協
力
に
よ
る
カ
キ
氷
、
金
魚
す

く
い
な
ど
が
軒
を
連
ね
、
１
、０
０
０
人

を
超
え
る
参
加
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
「
元
気
で
す
た
ま
き
」

を
は
じ
め
、
異
国
の
雰
囲
気
漂
う
フ
ラ

メ
ン
コ
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最

後
の
ミ
ニ
花
火
大
会
で
は
、
手
筒
花
火
、

打
ち
上
げ
花
火
が
来
場
者
を
包
み
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
ア
ス
ピ
ア
夏
ま
つ
り
は

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ア
ス
ピ
ア
玉
城
で
は
10
月
24
日
・
25

日
に
秋
祭
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お

楽
し
み
に
。

原区子ども会の協力による金魚すくい

8月１日

7月19日

笑
顔
い
っ
ぱ
い
ア
ス
ピ
ア
玉
城

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
の
た

め
、
思
い
切
っ
て
ス
テ
ー
ジ
を
体
育
館

に
切
り
替
え
ま
し
た
。
子
ど
も
み
こ
し

が
威
勢
よ
く
田
丸
神
社
か
ら
お
城
ひ
ろ

ば
に
到
着
し
た
後
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
公

募
し
た
10
団
体
が
ダ
ン
ス
・
太
極
拳
・

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
バ
ン
ド
演
奏
・
太
鼓
演

奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ゆ
か
た
・
甚
平
の
方
限
定
の
抽
選
会

で
は
長
蛇
の
列
が
で
き
る
な
ど
、
町
内

外
で
夏
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
が
主
催
者

の
心
配
を
よ
そ
に
、
お
城
広
場
は
た
く

さ
ん
の
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
ミ
ニ
ス
タ
ー

マ
イ
ン
、
30
ｍ
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
花
火
の

迫
力
に
み
な
さ
ん
大
満
足
の
様
子
で
し

た
。

老若男女が集まった
第35回 真夏の夜の祭典（玉城町商工会）

空芯菜入りクッキーを試食する園児ら

平
成
21
年
度 

1,000 人を超える人でにぎわったアスピア玉城

エキゾッチクさ漂う「フラメンコ」ショー

アスピア夏祭り名物　流しそうめん

ステージイベント（屋内体育館）の様子 会場周辺を練り歩いた子ども・女御輿

涼しげなうちわ飾

約
５
０
０
人
が
浴
衣
姿
で
来
場

おばた飛龍会による勇壮な手筒花火
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【
第
40
回
日
本
少
年
野
球
選
手
権
大
会　

結
果
】

○
１
回
戦　

12
︱
４
熊
本
ド
リ
ー
ム

ボ
ー
イ
ズ

●
２
回
戦　

２
︱
３　

世
田
谷
タ
イ

ガ
ー
ス
ボ
ー
イ
ズ

※
２
里
山
薬
食
塾
「
し
ぇ
あ
わ
せ
」
…

現
在
13
人
ほ
ど
が
活
動
。
こ
れ
か
ら

も
子
供
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
畑
付
の
古
民
家
を
借
り
、

栽
培
か
ら
調
理
ま
で
を
自
分
た
ち
で

行
う
。
体
験
型
の
食
農
教
育
を
実
践

す
る
グ
ル
ー
プ
。

第
59
回 
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

南
勢
地
区
空
手
道
大
会

県
議
会
・
政
策
総
務
財
政
委
員
会
が
町
を
視
察

美
し
国
お
こ
し
・
三
重
　
　

　

７
月
１
日
『
更
生
保
護
の
日
』
に
、

玉
城
町
保
護
司
の
み
な
さ
ん
が
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
田
丸
駅
前
で
配
り
、
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
へ
の
啓
発
と
理
解

を
求
め
ま
し
た
。

　

今
年
で
59
回
目
を
迎
え
た
こ
の
運
動

は
、
犯
罪
の
防
止
と
犯
罪
者
の
矯
正
、

更
生
保
護
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
目
的
で
全
国
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
月
16
日
に
は
、
町
内
の
保
護
司
の

み
な
さ
ん
が
辻
村
町
長
へ
法
務
大
臣
か

ら
の
運
動
へ
の
支
援
と
協
力
を
求
め
る

内
容
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
ま

し
た
。
町
長
は
「
町
と
し
て
こ
れ

か
ら
も
支
援
・
協
力
し
て
い
く
と

と
も
に
、
保
護
司
と
し
て
地
域
住

民
の
安
心
安
全
を
守
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期

待
し
ま
す｣

と
述
べ
ま
し
た
。

　

現
在
、
保
護
司
と
し
て
４
人
の

方
々
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
【
敬
称
略
、
写
真
並
び
順
】

　

・
村
井
幸
洋
（
岩
出
）

　

・
西　

正
則
（
田
丸
）

　

・
光
山
一
弘
（
世
古
）

　

・
塩
山
邦
道
（
矢
野
）　

辻村町長にメッセージを伝達する保護司のみなさん

　

７
月
21
日
、
町
役
場
で
三
重
県
議
会

委
員
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
『
美
し
国

お
こ
し
・
三
重
』
の
視
察
と
玉
城
町
の

パ
ー
ト
ナ
ー
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
紹
介
・

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
美
し
国
お
こ
し
・
三
重
』
と
は
、
県

や
市
町
が
サ
ポ
ー
ト
し
、「『
文
化
力
』

を
生
か
し
た
自
立
・
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
」
を
め
ざ
す
取
組
み
。
そ
の
取

組
み
に
み
な
さ
ん
が
参
加
し
、
地
域
の

可
能
性
や
課
題
、
地
域
づ
く
り
の
ア
イ

デ
ア
な
ど
を
話
し
合
う
座
談
会
が
県
内

29
市
町
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

い
ち
早
く
座
談
会
が
行
わ
れ
た
町
へ

県
議
会
政
策
総
務
委
員
会
の
み
な
さ
ん

が
訪
れ
、
そ
の
座
談
会
か
ら
生
ま
れ
た

パ
ー
ト
ナ
ー
グ
ル
ー
プ
『
※
１
参
宮
ブ
ラ

ン
ド
「
擬ぎ

革か
く

紙し

」
の
会
』『
※
２
里
山
薬
食

塾
「
し
ぇ
あ
わ
せ
」』
か
ら
現
在
の
活
動
、

今
後
の
取
組
み
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
『
美
し
国
お
こ
し
・
三
重　

座
談
会
』
を
継
続
的
に
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
１
参
宮
ブ
ラ
ン
ド
「
擬
革
紙
」
の
会

…
現
在
16
人
ほ
ど
で
活
動
。
擬
革
紙

と
は
、
皮
革
に
似
せ
た
紙
の
こ
と
で
、

お
伊
勢
参
り
で
に
ぎ
わ
っ
た
当
時
、

参
宮
土
産
と
し
て
人
気
を
博
し
て
い

た
「
擬
革
紙
の
小
物
」
の
復
興
に
取

組
む
グ
ル
ー
プ
。

美し国おこし・三重県議会視察の様子

活動の報告をする参宮ブランド『擬革紙』の会

　

７
月
19
日
（
日
）、「
第
５
回
南
勢
地

区
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
」
が

田
丸
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

玉
城
・
小
俣
・
明
和
・
松
阪
道
場
か
ら
、

小
・
中
学
生
お
よ
そ
１
０
０
人
の
選
手

が
出
場
し
、
気
迫
溢
れ
る
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

予
選
は
、
２
つ
の
コ
ー
ト
に
、
学
年
、

帯
の
色
で
分
か
れ
、「
組
手
の
部
」は
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
、「
形
の
部
」
は
得
点
方

式
で
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
は
、
決
勝
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、

日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、

真
剣
な
眼
差
し
で
試
合
・
演
武
に
臨
み

ま
し
た
。観
客
が
見
守
る
中
、会
場
に
は
、

選
手
た
ち
の
気
合
の
入
っ
た
掛
け
声
が

響
き
渡
り
、
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

玉
城
道
場
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
組
み
手
の
部

【
小
学
１
・
２
年
生
男
女
】

　

優　

勝
：
白
井
颯
斗
（
田
丸
小
）

【
小
学
３
・
４
年
生
男
女
Ａ
】

　

優　

勝
：
南　

太
賀
（
有
田
小
）

　

準
優
勝
：
西
山
拓
海
（
有
田
小
）

【
小
学
５
年
生
男
女
】

　

準
優
勝 

：
梅
谷
十
幸
（
田
丸
小
）

【
小
学
６
年
生
男
女
】

　

３　

位 

：
井
上
舞
音
（
田
丸
小
）

【
中
学
生
男
女
】

　

３　

位 

：
鈴
木
真
依
子
（
玉
城
中
）

◆
形
の
部

【
白
・
橙
の
部
】

　

準
優
勝
：
白
井
颯
斗
（
田
丸
小
）

　

３　

位 

：
南　

太
賀(

有
田
小)

【
黄
帯
の
部
】

　

準
優
勝
：
片
岡
裕
詞
（
田
丸
小
）

　

３　

位 

：
西
山
拓
海(

有
田
小)

【
緑
帯
の
部
】

　

準
優
勝
：
西
田
拓
海
（
下
外
城
田
小
）

　

３　

位 

：
見
並
健
斗(

有
田
小)

【
紫
帯
の
部
】

　

準
優
勝
：
梅
谷
十
幸
（
田
丸
小
）

　

３　

位 

：
中
島
健
太(

有
田
小)

【
茶
帯
の
部
】

　

準
優
勝
：
杉
山
美
羽
（
外
城
田
小
）

【
敢
闘
賞
】

　

中
川
萌
加
（
外
城
田
小
）

第
40
回
日
本
少
年
野
球

選
手
権
大
会
出
場

が
ん
ば
れ
伊
勢
ジ
ャ
ガ
ー

ズ
ボ
ー
イ
ズ
！

　

８
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
大
阪
で
行

わ
れ
た
少
年
野
球
の
全
国
大
会
「
第
40

回
日
本
少
年
野
球
選
手
権
大
会
」
に
三

重
県
代
表
と
し
て
参
加
す
る
、
公
式
野

球
少
年
チ
ー
ム
伊
勢
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
ボ
ー

イ
ズ
の
選
手
が
７
月
17
日
、
町
長
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

伊
勢
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
ボ
ー
イ
ズ
は
今
大

会
が
３
年
連
続
７
回
目
の
出
場
と
な
り
、

町
か
ら
も
選
手
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
ボ
ー
イ
ズ
選
手

・
有
田
小
学
校　

　
　
　
　

６
年　

大
西 

雄
一
郎 

く
ん

・
外
城
田
小
学
校

　
　
　
　

５
年　

長
谷
川 

創 

く
ん

全国大会の健闘を誓う選手のみなさん
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ひ
ま
わ
り

わ
か
ば
学
園

Ｂ

・

Ｐ

原

ど
ら
ん
か
ー
ず

チ
ッ
プ
＆
デ
ー
ル

勝
田
消
防
団

倶
楽
部
二
枚
目

倶楽部二枚目

優勝

実
際
に
施
設
や
地
域
に
お
い
て
、
認
知

症
や
そ
の
家
族
の
方
々
の
支
援
を
展
開

す
る
な
か
で
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
貢
献
し

た
と
し
て
そ
の
功
績
が
称
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

翌
27
日
に
は
、
谷
口
代
表
、
大
西
道

子
運
営
委
員
が
町
長
を
訪
れ
、
活
動
状

況
や
今
後
の
抱
負
を
話
さ
れ
、
町
長
は

「
み
ん
な
で
一
緒
に
認
知
症
の
方

を
支
え
て
い
く
町
づ
く
り
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う｣

と
励
ま
し

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守
り
支

援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
サ

ポ
ー
タ
ー
さ
く
ら
」（
谷
口
惠
津
子
代
表
：

会
員
73
人
）
が
７
月
26
日
、『
※
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人
突
破
記
念
大

会
』
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
表
彰
を
受
け
た
の
は
15

団
体
で
「
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
く
ら
」
は
、

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
く
ら 

全
国
表
彰
さ
れ
る

第
17
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
「
倶
楽
部
二
枚
目
」
が
三
連
覇

玉城町長

　残暑厳しい毎日が続いておりますが、み
なさんいかがお過ごしでしょうか。

　中国・九州北部の豪雨、台風９号による
大雨、駿河湾の地震が発生し、各地で甚大
な被害をもたらしました。今後も予想もで
きない自然災害が起きる可能性があります。
玉城町としても万全を尽くしますが、各家
庭・個々としてもお気をつけください。

　玉城町の出生率は昨年、県下第３位
（1.54）で全国（平均1.37）的に比較して
も高い率を誇っていますが、深刻な少子化
社会のもと、子育て支援策の推進が地方自
治体に一層強く求められています。
　そのような中、玉城町では子育ての視点
からのまちづくりとして、乳幼児医療費の
助成を、本年度9月 1日から従来の未就学
児童までを小学 3年生までに拡大します。
また、現在実施している子育て支援センター
を充実し、子育てに関する様々な相談に応
じて保護者同士の仲間づくりを応援してま
いります。

　その他、生活交通手段としてのデマンド
バスの導入を試行いたします。内容は事前
に登録した利用者からの予約電話を受けて、
時刻表に基づいて出発したバスが自宅や付
近の停留所まで迎えに行き、利用者を巡回
しながら相乗りして目的地まで運ぶという
運行システムです。今日、アイデアの時代
といわれていますが、創意工夫による生活
交通の確保方策の成功例としたいものです。

　少子高齢化の波に逆らわず、その波に乗
る・乗りこなすよう、舵取りをしていく所
存であります。

　　　　　　　８月１３日　町長室にて

表彰の報告をする “ サポーターさくら ” の谷口代表 ( 中央）、大西委員（右）

H21　町 民 ソ フ ト 試 合 結 果

平
成
21
年

第
４
回
玉
城
町
議
会
臨
時
会

●
専
決
処
分
の
承
認
、
玉
城
町
福
祉
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
３

議
案
原
案
可
決

▼
専
決
処
分
の
承
認
（
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
））

　

法
人
町
民
税
の
平
成
20
年
度
確
定
申
告
に
よ
り
還
付
が

発
生
し
、
予
算
に
不
足
が
生
じ
た
た
め
、
専
決
処
分
し
た

補
正
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

子
育
て
支
援
の
施
策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
子
ど
も
の

医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
、
適
用
範
囲
を
小
学
３
年
生

ま
で
拡
大
す
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

８
６
８
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

４
５
億
５
千
７
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
法
人
町
民
税
の
減
額
、
地
方
交

付
税
お
よ
び
国
庫
補
助
金
の
決
定
に
伴
う
増
額
、
前
年
度

繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
増
額
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
伴
う
福
祉
医
療
費
の
増
額
、
福
祉
保
健
施
設
費

の
修
繕
料
の
増
額
、
並
び
に
国
庫
補
助
を
受
け
て
実
施
す

る
女
性
特
有
の
疾
病
に
対
す
る
が
ん
検
診
の
費
用
の
増
額

で
す
。

※
平
成
17
年
度
か
ら
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
５
年
間

に
１
０
０
万
人
養
成
す

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
運

動
（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

１
０
０
万
人
キ
ャ
ラ
バ

ン
）
が
展
開
さ
て
お
り
、

こ
の
目
標
が
今
年
５
月
31

日
に
達
成
し
た
こ
と
を
受

け
て
行
わ
れ
た
大
会
。

　

地
域
や
会
社
、
家
族
や
友
達
同
士
で

チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
親
睦
を
深
め
る
町

民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
７
月
25
日
か

ら
８
月
12
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
８
チ
ー
ム
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
例
年
出
場
し
て
い
る
〝
常

連
・
強
豪
〟チ
ー
ム
揃
い
と
な
り
ま
し
た
。

悪
天
候
で
大
幅
に
日
程
が
延
び
る
中
、

各
チ
ー
ム
と
も
選
手
集
め
に
大
わ
ら
わ
。

強
豪
揃
い
に
ふ
さ
わ
し
い
試
合
は
、
勝

利
の
女
神
も
右
往
左
往
し
、
流
れ
を
掴

み
熱
戦
を
制
し
た
の
は
、
昨
年
、
一
昨

年
に
引
き
続
き
「
倶
楽
部
二
枚
目
」。
持

ち
前
の
若
さ
と
自
慢
の
打
撃
は
今
年
も

健
在
。
選
手
層
の
厚
さ
も
手
伝
い
、
終

始
有
利
な
試
合
展
開
に
持
ち
込
み
、
見

事
三
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
、優
勝「
倶
楽
部
二
枚
目
」

チ
ー
ム
、準
優
勝
「
わ
か
ば
学
園
」
チ
ー

ム
、
３
位
「
原
」、「
勝
田
消
防
団
」
チ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
。

ウォッチング議 会
ひと＋まち＋くらし



ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特　
　
集

お
知
ら
せ
広
場

城あとに夢を築くまち たまき　2009.99 城あとに夢を築くまち たまき　2009.9

お
知
ら
せ
広
場

In
fo

rm
a
tio

n

9
September

8

総
務
た
よ
り

総
務
課（
５
８
）８
２
０
０

77

税
務
住
民
た
よ
り

税
務
住
民
課（
５
８
）８
２
０
１

生
活
福
祉
た
よ
り

生
活
福
祉
課（
５
８
）８
２
０
３

　

ま
ち
に
講
師
が
や
っ
て
来
る

　

第
４
回
『
ふ
る
さ
と
講
演
会
』
開
催

　

玉
城
に
ゆ
か
り
の
あ
る
、
各
界
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
方
々
を
ふ
る
さ
と
に
お
招
き
し
、
そ
の
専
門
と

す
る
世
界
と
自
ら
の
人
生
や
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
４
回
は
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
と
し
て
、
ま
た

（独）
産
業
技
術
総
合
研
究
所
、
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
シ
ナ
ル

情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
・
研
究
技
術
統
括
と
し
て
、
現

在
も
ご
活
躍
中
の
渡
辺
公き
み
つ
な綱
さ
ん
（
下
玉
川
出
身
）

を
お
招
き
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
第
４
回
ふ
る
さ
と
講
演
会

▼
日
に
ち　

９
月
18
日
（
金
）

▼
時　

間　

午
後
１
時
30
分
～（
１
時
間
30
分
程
度
）

▼
内　

容　
『
私
の
学
者
人
生　

～
研
究
と
教
育
を

　
　
　
　
　

通
し
て
体
験
し
た
こ
と
～
』

▼
場　

所　

玉
城
中
学
校
体
育
館

▼
講　

師　

渡
辺
公
綱
（
下
玉
川
出
身
）

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

昭
和
16
年
生
ま
れ
。

東
京
大
学
大
学
院
卒
業

後
、
㈱
三
菱
化
成
生
命

科
学
研
究
所
、
東
京
工

業
大
教
授
を
経
て
、
平

成
３
年
東
京
大
学
教
授
と
な
る
。
平
成
15
年
に
は
、

日
本
化
学
会
賞
を
受
賞
。
平
成
16
年
に
東
京
大
学
名

誉
教
授
に
就
任
し
、
現
在
、

（独）
産
業
技
術
総
合
研
究

所
、
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
シ
ナ
ル
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
・

研
究
技
術
統
括
と
し
て
活
躍
中
。

　

こ
の
他
、
東
京
大
学
評
議
員
、
日
本
生
化
学
会
評

議
員
、
日
本
Ｒ
Ｎ
Ａ
学
会
長
な
ど
を
歴
任
。

　
「
定
額
給
付
金
」・「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
」
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？　

　

申
請
期
限
は
平
成
21
年
10
月
19
日
（
月
）
ま
で
。

ま
だ
の
方
は
お
早
め
の
申
請
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

「
定
額
給
付
金
」

○
給
付
対
象
者

平
成
21
年
２
月
１
日
現
在
で
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
が
対
象
で
す
。

・
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

・
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
（
不
法

滞
在
者
及
び
短
期
滞
在
者
を
除
く
。）

○
給
付
額

　

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
２
、０
０
０
円
。
２

月
１
日
時
点
で
65
歳
以
上
、
18
歳
以
下
の
方
は

２
０
、０
０
０
円

○
申
請
手
続
き

　

既
に
郵
送
い
た
し
ま
し
た
申
請
書
（
請
求
書
）
に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
信
用
封
筒
に
て
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
」

○
対
象
と
な
る
子
ど
も

　

支
給
基
準
日
（
平
成
21
年
２
月
１
日
）
に
お
い
て

小
学
校
就
学
前
３
年
間
に
該
当
す
る
子
ど
も(

平
成

14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
の
間

の
生
ま
れ
の
子)

で
あ
っ
て
、
第
２
子
以
降
の
子
ど

も
が
対
象
で
す
。

○
手
当
の
額

　

対
象
と
な
る
子
ど
も

　
　
　
　
　
　
　

一
人
あ
た
り
３
６
、０
０
０
円

○
申
請
手
続
き

　

す
で
に
対
象
と
な
る
世
帯
に
郵
送
い
た
し
ま
し
た

申
請
書
（
請
求
書
）
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

返
信
用
の
封
筒
に
ご
指
定
の
振
込
口
座
の
通
帳
の
写

し
と
世
帯
主
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
の

写
し
）
を
同
封
し
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

定
額
給
付
金
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
住
民
課　
　
　

電
話　
（
５
８
）
８
２
０
２

子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
関
す
る
こ
と

　

生
活
福
祉
課　
　
　

電
話　
（
５
８
）
８
２
０
３

■
年
金
か
ら
の
住
民
税
特
別
徴
収
額
を
お
知
ら
せ
し

ま
す

　

平
成
21
年
10
月
の
公
的
年
金
支
給
分
か
ら
住
民
税

（
以
下
町
県
民
税
）
の
特
別
徴
収
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
成
21
年
度
公
的
年
金
よ
り
特
別
徴
収
と

な
る
町
県
民
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
を
９
月
中
旬

に
対
象
と
な
る
方
へ
お
送
り
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
税
務
住
民
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
平
成
22
年
度
保
育
所
入
所
申
込
み
受
け
付
け
が
ま

も
な
く
は
じ
ま
り
ま
す

　

平
成
22
年
度
町
立
保
育
所
（
外
城
田
・
田
丸
・
有

田
・
下
外
城
田
）
の
入
所
申
込
み
を
次
の
と
お
り
受

け
付
け
ま
す
。

【
対
象
児
童
】

・
入
所
年
齢　

６
カ
月
児
～
就
学
ま
で
の
児
童

【
受
付
期
間
】

・
９
月
28
日
（
月
）
～
30
日
（
水
）

・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

【
申
込
み
資
格
】

　

児
童
の
保
護
者
（
同
居
の
親
族
を
含
む
）
が
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
保
育
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

①
昼
間
に
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て

　

い
る
家
庭

②
昼
間
に
居
宅
内
で
幼
児
と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以

　

外
の
労
働
を
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る
家
庭

③
母
親
が
出
産
な
ど
で
保
育
が
で
き
な
い
家
庭

④
そ
の
他
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
家
庭

【
申
し
込
み
方
法
】

　

各
保
育
所
ま
た
は
役
場
生
活
福
祉
課
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
期
間
内
に
入
所

を
希
望
す
る
保
育
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
所
申
込
書
を
保
育
所
へ
提
出
時
、
面
接
を
行
い

ま
す
。
お
子
さ
ん
を
同
伴
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

た
だ
し
、
平
成
21
年
度
在
籍
の
児
童
に
つ
い
て
は

新
た
に
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
日
、

就
労
調
査
を
行
い
ま
す
。

【
入
所
決
定
】

　

保
育
所
入
所
申
込
書
お
よ
び
家
庭
状
況
調
査
な
ど

を
審
査
の
う
え
、
平
成
21
年
11
月
末
に
入
所
決
定
し

ま
す
。

【
保
育
料
】

　

世
帯
の
平
成
21
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
平
成
21
年

度
町
民
税
、
固
定
資
産
税
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

【
申
込
用
紙
の
配
布
期
間
】

　

随　

時

【
各
保
育
所
定
員
】

外
城
田　

１
８
０
人　
　

田
丸　
　
　

２
０
０
人

有
田　
　

１
０
０
人　
　

下
外
城
田　
　

９
０
人

（
０
歳
児
保
育
は
、
外
城
田
保
育
所
の
み
実
施
）

【
問
合
せ
先
】

生
活
福
祉
課　

電
話
（
５
８
）
８
２
０
３

ほ
か
各
保
育
所

　

外
城
田　
　

電
話
（
５
８
）
３
９
２
５

　

田　

丸　
　

電
話
（
５
８
）
３
０
７
７

　

有　

田　
　

電
話
（
５
８
）
４
４
１
１

　

下
外
城
田　

電
話
（
５
８
）
４
９
３
２

　

□
保
育
所
と
は
…

　

保
育
所
と
は
、
保
護
者
が
労
働
に
従
事
し
た

り
、
あ
る
い
は
病
気
に
か
か
っ
た
り
し
て
い
る

な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
十
分
保
育
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
児
童
を
、
家
庭
の
保
護
者
に
か
わ
っ

て
保
育
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
で
す
。

■
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ブ
レ
ス
」
巡
回

相
談

▼
日
に
ち　

９
月
９
日
・
30
日
（
水
）

▼
時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
場　

所　

町
役
場

※
ご
希
望
の
方
は
、
生
活
福
祉
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

Information  9 september
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子育て支援＆保健事業カレンダー　 保健福祉会館　ＴＥＬ 58-8000

子　育　て
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備　　　考

9 月 1 日（火） 1 歳のひろば 10：30 ～
　11：30 保健福祉会館 ふれあいあそび

H19年4月2日～
　H20年4月1日 
生まれのお子さん

―

9 月 15 日（火）
2 歳 児 の お
子 さ ん 集 ま
れー！

10：30 ～
　11：30 保健福祉会館 うんどうかいごっこ

H18年4月2日～
　H19年4月1日 
生まれのお子さん

―

毎週月曜日 
　～金曜日

子育て支援タ
イム「にこに
こ」

10：00 ～
　15：00

保健福祉会館 
（幼児児童福

祉室）

こどもたちが、自由に遊
びながら、親子、親同士
が楽しくふれあう場で
す。
また子育ての不安や悩み
の相談にも応じます。

子育て中の親子
（おじいちゃん・
おばあちゃんも
大歓迎）

― 土・日・祝日は休み

保　健（母子）
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備　　　考

9 月 2 日（水）
離 乳 食 教 室

（中期～完了
期）

10：20 ～
　11：45 保健福祉会館 離乳食の講話と試食

生 後 8 カ 月 ～ 1
歳 6 カ月未満の
お子さんとその
保護者

要 母子手帳をお持ちくだ
さい

9 月 9 日（水） 1 歳６カ月児
健康診査

12：50 ～
　13：20

（受付時間）
保健福祉会館 小児科健診・歯科検診・

身体計測・問診など

平 成 20 年 1 月
1 日 ～ 平 成 20
年 3 月 15 日 生
まれのお子さん 
前回未受診のお
子さん

― 該当児には個人通知し
ます。

9 月 10 日（木） ７カ月児相談
13：00 ～
　13：15
( 受付時間）

保健福祉会館

はな♪はな♪おはなし会
さんの絵本の読み聞か
せ・身体計測・問診・離
乳食の相談・育児相談

平 成 21 年 1 月
16 日 ～ 2 月 15
日生まれのお子
さん
前回未受診のお
子さん

― 該当児には個人通知し
ます。

9 月 10 日 ( 木 ) 
       24 日 ( 木） 乳幼児相談

10 日
10：00 ～
　11：30
24 日
10：00 ～
　11：30
13：00 ～
　14：30

保健福祉会館

身体計測・離乳食や子育
て全般に関する相談・助
産師のおっぱい相談（24
日午前のみ）

生後 2 カ月～未
就園のお子さん ―

おっぱい相談のみ要予
約。
 
母子手帳をお持ちくだ
さい。

保　健（成人）
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備　　　考

9 月 7 日 ( 月） 健康相談 9：30 ～
　11：30 保健福祉会館 血圧測定、検尿、健康に

関する相談 40 歳以上の方 ―

9 月 30 日 ( 水 ) 健診後健康相
談

13：30 ～
15：30 保健福祉会館

血圧測定、検尿、健診結
果の説明、生活習慣、食
生活相談

健診を受診され
た方 要 持ち物：健診の結果表、

健康手帳

毎週火曜日 
第２土曜日

個別乳がん検
診

火曜日 
13：30 ～
　15：00
土曜日　 
8：30 ～
　11：45

玉城病院　

40 歳 以 上 マ ン モ グ
ラ フ ィ 検 診・ 超 音 波
検 診・ 医 師 の 視 触 診 
30 ～ 39 歳超音波検診・
医師の視触診

30 歳以上の女性 要

料金
40 歳以上：1,200 円
30 ～ 39 歳：700 円
年度内は１人１回に限
ります。
土曜日のみ女性技師の
撮影となります。

障 が い 者 医 療 費
扶 養 親
族 等
の 数

本 人 所 得 額
配 偶 者 お よ び
扶 養 義 務
者 所 得 額

０ 3,604,000 6,287,000
１ 3,984,000 6,536,000
２ 4,364,000 6,749,000
３ 4,744,000 6,962,000
４ 5,124,000 7,175,000
５ 5,504,000 7,388,000

■
平
成
21
年
９
月
診
療
分
か
ら
乳
幼
児
・
児
童
（
旧

乳
幼
児
）
医
療
費
助
成
対
象
を
拡
大

　

乳
幼
児
医
療
費
は
、
現
在
小
学
校
就
学
前
（
６
歳

に
な
る
年
度
末
）
ま
で
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
21
年
９
月
診
療
分
か
ら
小
学
３
年
生
（
９
歳
に

な
る
年
度
末
）
ま
で
拡
大
し
ま
す
。
名
称
を
乳
幼
児

医
療
費
か
ら
乳
幼
児
・
児
童
医
療
費
に
変
更
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
後
日
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
役
場
生
活
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
21
年
９
月
診
療
分
か
ら
障
が
い
者
医
療
費
に

所
得
制
限
を
設
け
ま
す

　

こ
れ
ま
で
障
が
い
者
医
療
は
所
得
制
限
を
設
定
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
21
年
９
月
診
療
分
か

ら
所
得
制
限
を
設
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
所

得
制
限
の
限
度
額
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

●
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
の
更
新

　

現
在
、
福
祉
医
療
費
の
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
８
月
31
日
が
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
受
給
資
格
証
を
８
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
期
限
の
切
れ
た
受
給
資
格
証
は
破
棄
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
保
険
証
、
振
込
み
先
等
の
変
更
が
あ

る
場
合
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
役
場
生

活
福
祉
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
福
祉
医
療
費
の
助
成
制
度

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、
障
害
・
一
人
親
家

庭
等
・
乳
幼
児
の
医
療
費
自
己
負
担
分
の
一
部
を
助

成
し
、
保
健
の
向
上
及
び

福
祉
の
増
進
を
図
る
と
と

も
に
、
対
象
者
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、

県
内
で
は
受
診
時
に
医
療

機
関
、
調
剤
薬
局
等
の
窓

口
へ
「
福
祉
医
療
費
受
給

資
格
者
証
」
を
提
示
す
る

だ
け
で
結
構
で
す
。
た
だ

し
県
外
医
療
機
関
へ
受
診

さ
れ
る
場
合
は
、
領
収
書

を
ご
持
参
の
う
え
役
場
生

活
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

所得制限限度額の加算について
①本人の場合　　　
　（1）老人控除対象配偶者又は老人扶養親族一人につき
　　　10 万円を加算します。
　（2）特定扶養親族がある場合、25 万円加算します。
②配偶者、扶養義務者の場合
　（1）配偶者、扶養義務者の場合は、老人扶養親族一人	
　　  につき６万円加算します。

（ただし、当該老人扶養親族のほかに扶養親族等
がないときは、当該老人扶養親族のうち１人を除
いた老人扶養親族１人につき６万円を加算しま
す。）

上
下
水
道
た
よ
り

上
下
水
道
課（
５
８
）８
２
０
７

■
伊
勢
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
に
伴
う
説
明
会

　

今
回
の
都
市
計
画
の
変
更
は
従
来
の
計
画
区
域
の

設
定
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
新
た
に
家
屋
が
立
地
し

た
り
、
用
途
区
域
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど

土
地
利
用
の
変
化
を
考
慮
し
、新
た
に
計
画
区
域（
排

水
区
域
）
の
見
直
し
を
行
っ
た
内
容
を
反
映
す
る
も

の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
次
の
地
区
を
取
り
込
み
排
水
区
域
を

町
内
全
域
に
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

　
（
田
丸
の
一
部
、
佐
田
の
一
部
、
原
、
積
良
、
茶
屋
、

朝
久
田
、
長
更
、
世
古
、
宮
古
の
一
部
）

▼
日
に
ち　

９
月
18
日
（
金
）

▼
受　

付　

午
後
６
時
45
分
〜

▼
時　

間　

午
後
７
時
〜

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館
（
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
）

▼
内　

容　
「
流
域
関
連
公
共
下
水
道
の
整
備
促
進

の
た
め
下
水
道
計
画
区
域
の
拡
大
に
伴
う
都
市
計
画

の
変
更
」

▼
対　

象　

町
民
及
び
利
害
関
係
者

※
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

田丸　（５８）３０７７　外城田　　（５８）３９２５
有田　（５８）４４１１　下外城田　（５８）４９３２
※お問合せは、それぞれの保育所へお願いします。

●９月２日（水）午前中
　　　　（田丸保育所・有田保育所）
●９月16日（水）午前中
　（外城田保育所・下外城田保育所）

町立保育所
園庭開放の
ご　案　内

　

な
お
、「
65
歳
以
上
重
度
障
が
い
者
医
療
」
の
方

は
「
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
の
窓
口
提
示
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
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新着図書のお知らせ
　まだまだ暑い日が続いています。夏の疲れが
出るこの時期だからこそ、本を読んで心をリフ
レッシュしましょう！玉城町図書館では、旬の
本・話題の本を取り揃え、皆さんのご来館をお
待ちしています。どうぞご利用ください。なお、
新規でご利用の方は図書カードの登録が必要で
す。（身分証明書をご持参ください）

●購入図書
山本兼一「ジパング島発見記」
白川道「最も遠い銀河　上・下」
山崎豊子「運命の人　四」
今野敏「同期」
池上永一「テンペスト　上・下」
恩田陸「訪問者」
柳広司「ジョーカー・ゲーム」
白岩玄「空に唄う」
川口雅幸「虹色ほたる」
荒井和子「『アルツハイマー』からおかえりなさ
い」
辻井いつ子「のぶカンタービレ」
渡辺淳一「鈍感力」
大丈夫だよ応援団「大丈夫だよ」

（絵　本）
真珠まりこ「もったいないばあさんのいただき
ます」
ハンダトシヒト「ひみつのムシムシランド」
ゆきのゆみこ「わんぱくだんのなつまつり」
リラ・プラップ「がお・がぉぶーっ　①②」
アリスン・マギー「ちいさなあなたへ」
（健康・料理）
新谷弘実「病気にならない生き方レシピ集」
浜内千波「２１時からの遅ごはん」

　読みたい本のリクエストがありましたら下記
までお願いします。（予算、内容に照らし、購入
を検討させていただきます。）

問合せ先　玉城町図書館　TEL 58-8212

保
健
事
業
た
よ
り

保
健
福
祉
会
館（
５
８
）８
０
０
０

■
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室

▼
日
に
ち　

9
月
16
日
（
水
）

▼
時　

間　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
内　

容　
「
骨
密
度
測
定
・
講
話
・
調
理
実
習
」　

▼
参
加
費　

3
０
０
円

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
米
½
カ
ッ
プ

▼
締　

切　

9
月
14
日
（
月
）

※
ご
希
望
の
方
は
保
健
福
祉
会
館
へ
お
申
込
く
だ
さ

い
。教

育
た
よ
り

教
育
委
員
会（
５
８
）８
２
１
２

■
第
54
回
町
民
体
育
祭

　

ジ
ャ
ン
ボ
な
わ
と
び
参
加
チ
ー
ム
大
募
集
！
！

　

教
育
委
員
会
と
体
育
指
導
委
員
協
議
会
で
は
、
10

月
11
日
（
予
備
日
12
・
18
日
）
に
お
城
広
場
で
開
催

さ
れ
る
町
民
体
育
祭
の
人
気
種
目
・
７
人
１
組
で
１

分
間
に
何
回
と
べ
る
か
を
競
う
「
ジ
ャ
ン
ボ
な
わ
と

び
」
へ
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
チ
ー
ム

は
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
８
）
７
５
８
８
ま
た
は 

e-m
ail

（syoukyou@
tw

on.tam
aki.lg.jp

）
で

①
チ
ー
ム
名
、
②
代
表
者
名
・
連
絡
先
、
③
選
手
7

人
の
氏
名
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

９
月
24
日(

木)

■
〝
ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
〟

　

会
員
継
続
募
集
中
！

　

教
育
委
員
会
と
体
育
指
導
委
員
協
議
会
で
は
10
月

ま
で
の
第
1
・
3
・（
5
）
木
曜
日
、
午
後
７
時
30

分
か
ら
、
お
城
広
場
や
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
中
の

初
心
者
向
け
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め

る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
を
現
在
、
継
続
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

会
費
は
無
料
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
お
城
広

場
）
や
太
極
拳
（
体
育
セ
ン
タ
ー
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

直
接
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
第
1
回　

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

ゴ
ル
フ
を
通
じ
、
体
力
の
向
上
、
健
康
の
増
進
を

図
る
と
と
も
に
、
親
睦
を
深
め
、
明
る
い
社
会
生
活

の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
に
ち　

11
月
7
日
（
土
）

▼
時　
　

間　

午
前
８
時
（
７
時
受
付
）

▼
プ
レ
イ
代　

メ
ン
バ
ー
料
金　

８
、０
０
０
円（
食

　
　
　
　
　
　

事
別
）

▼
参
加
費　

２
、０
０
０
円

▼
場　
　

所　

伊
勢
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

▼
募
集
定
員　

１
２
０
人（
定
員
と
な
り
次
第
締
切
）

▼
締
切
日　

10
月
7
日
（
水
）

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
お
よ
び
町

　
　
　
　
　
　

内
出
身
者

▼
申
込
先　

　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
８
）
７
５
８
８
で
①
住
所
②

氏
名
③
連
絡
先
（
電
話
番
号
）　

を
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

玉
城
町
杯　
囲
碁
大
会
開
催

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

■
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
（
子
宮
頸け
い

が
ん
検
診
、
乳

が
ん
検
診
）
推
進
事
業
の
実
施

　

国
の
平
成
21
年
度
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と
し

て
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
（
子
宮
頸
が
ん
検
診
、

乳
が
ん
検
診
）
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
対
象
と
な
る
方
は
、
表
の
生
年
月
日
に
該
当

す
る
特
定
の
年
齢
の
方
と
な
り
、
町
が
実
施
す
る
検

診
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
９
月
に
検
診
手
帳
、
ク
ー
ポ
ン
券
を

郵
送
し
ま
す
。
検
診
を
受
け
ら
れ
る
際
に
ご
持
参
い

た
だ
き
、
受
付
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

子 宮 頸 が ん
年齢 生　年　月　日

２０歳 昭和６３年４月２日～平成　元年４月１日
２５歳 昭和５８年４月２日～昭和５９年４月１日
３０歳 昭和５３年４月２日～昭和５４年４月１日
３５歳 昭和４８年４月２日～昭和４９年４月１日
４０歳 昭和４３年４月２日～昭和４４年４月１日

乳　　が　　ん
年齢 生　年　月　日

４０歳 昭和４３年４月２日～昭和４４年４月１日
４５歳 昭和３８年４月２日～昭和３９年４月１日
５０歳 昭和３３年４月２日～昭和３４年４月１日
５５歳 昭和２８年４月２日～昭和２９年４月１日
６０歳 昭和２３年４月２日～昭和２４年４月１日

対　象　者

中
央
公
民
館
た
よ
り

中
央
公
民
館（
５
８
）６
３
３
１

■
平
成
22
年
玉
城
町
成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
22
年
成
人
式
の
開
催
に

あ
た
り
、〝
新
た
な
自
覚
を
も
つ
き
っ
か
け
の
場
と

有
意
義
で
思
い
出
深
い
成
人
式
〟と
な
る
よ
う
企
画
・

運
営
し
て
も
ら
え
る
「
平
成
22
年
玉
城
町
成
人
式
実

行
委
員
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

町
文
化
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
囲
碁
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
ハ
ン
デ
ィ
戦
で
行
い
ま
す
の
で
、
初
級

の
方
も
奮
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
に
ち　

９
月
27
日
（
日
）

▼
受　

付　

午
前
９
時
30
分
～

▼
開　

始　

午
前
10
時
～

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

▼
参
加
費　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
18
歳
未
満
の
方
は
無
料)

※
３
位
ま
で
を
表
彰
す
る
ほ
か
、
昼
食
（
軽
食
）
も

準
備
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
玉
城
碁
会
髙
田
元
弘
さ
ん　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
５
８
）
４
３
７
０
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
対
象　

平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で｢

平
成
22
年
玉
城
町

成
人
式｣

の
企
画
運
営
に
意
欲
の
あ
る
人

▼
募
集
人
数　

10
人
程
度
（
応
募
者
多
数
の
と
き
は

抽
選
に
よ
り
決
定
）

▼
応
募
締
切　

10
月
９
日
（
金
）

▼
申
込
方
法　

中
央
公
民
館
へ
直
接
お
越
し
い
た
だ

く
か
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
８
）
７
７
５
５
で

「
玉
城
町
成
人
式
実
行
委
員
応
募
」
と
明
示
の
う
え
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
連
絡
先
電
話
番
号
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

Information  9 september
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特　
　
集

お
知
ら
せ
広
場

城あとに夢を築くまち たまき　2009.9 1314

　
　
　
　
　

の
利
用
に
つ
い
て
の
相
談
。
ク
レ
ジ
ッ

　
　
　
　
　

ト
・
サ
ラ
金
問
題
の
ご
相
談
可

▼
相　

談　

面
談
（
予
約
不
要
）
及
び
電
話
相
談

　

代
表
０
５
９
︱
２
４
６
︱
９
２
６
０（
当
日
の
み
）

▼
主　

催　

三
重
県
司
法
書
士
会
、
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ

　
　
　
　
　

ー
ト
み
え
、
三
重
県
社
会
福
祉
士
会

　

お
金
を
貸
し
た
り
、
不
動
産
を
売
っ
た
り
、
貸

し
た
り
す
る
と
き
は
契
約
書
を
作
り
ま
す
。
し
か
し

せ
っ
か
く
作
成
し
て
も
後
に
な
っ
て
契
約
し
た
覚
え

が
な
い
と
か
、
内
容
が
お
か
し
い
な
ど
と
い
う
こ
と

で
、
紛
争
が
生
じ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

遺
言
状
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
書
類
は
、「
公
正
証
書
」
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。公
正
証
書
に
は
、法
律
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
力
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
紛

失
し
た
り
、
知
ら
な
い
う
ち
に
書
き
換
え
ら
れ
た
り

す
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

公
正
証
書
に
つ
い
て
の
相
談
は
無
料
で
す
。ま
た
、

そ
の
内
容
を
他
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
絶
対
あ
り

ま
せ
ん
。
詳
し
い
こ
と
は
次
の
公
証
役
場
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

【
伊
勢
公
証
役
場
】

〒
５
１
６
︱
０
０
３
７

　

伊
勢
市
岩
渕
２
丁
目
５
番
１
号

　
　

三
銀
日
生
ビ
ル
３
階

【
予
備
講
習
会
】

▼
日
に
ち　

10
月
15
日
（
木
）

▼
時　

間　

午
前
９
時 

～ 

午
後
５
時

▼
場　

所　

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

　
　
　
　
　

伊
勢
市
岩
渕
１
丁
目
13
番
15
号　

▼
科　

目　

乙
種
第
４
類

▼
定　

員　

１
０
０
人

▼
受
講
料　

４
、０
０
０
円
（
希
望
者
の
み
教
材
費

　
　
　
　
　

が
別
途
必
要
）

▼
申　

込

　

９
月
14
日(

月) 

～ 

10
月
９
日(

金)

に
、
申

込
書
（
同
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
社) 

三
重
県
危
険
物
安
全
協
会　
（
☎
津
０
５
９
︱

２
２
６
︱
８
３
７
８
）

〒
５
１
４
︱
０
０
０
２

津
市
島
崎
町
３
１
４
番
地　

三
重
県
島
崎
会
館
２

階
）
宛
へ

▼
そ
の
他　

会
場
へ
は
、
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利

　
　
　
　
　

用
く
だ
さ
い
。

採
用
予
定
人
員　

　
　
　

消
防
職
（
一
般
）　　
　
　
　
　

５
人
程
度

　
　
　

消
防
職
（
救
急
救
命
士
）　　
　

３
人
程
度

受
験
資
格

　
　

昭
和
55
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
、
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員

法
第
16
条
の
欠
格
条
項
に
該
当
せ
ず
、
心
身
と
も

健
全
で
、
消
防
業
務
に
支
障
が
な
い
方
。

　
　

消
防
職（
救
急
救
命
士
）は
、救
急
救
命
士
法（
平

成
３
年
法
律
第
36
号
）
に
よ
る
救
急
救
命
士
免
許

証
を
有
す
る
方
。

試
験
日

　

第
１
次
試
験(

教
養
試
験
、
適
性
試
験
、
体
力

試
験)

は
10
月
18
日(

日)

、
時
間
お
よ
び
場
所

は
、
受
験
票
に
よ
り
申
込
者
に
追
っ
て
通
知
し
ま

す
。
ま
た
、第
2
次
試
験(

口
述
試
験
、作
文
試
験
、

健
康
診
断)

は
第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま

す
。

申
込
方
法

　

伊
勢
市
消
防
本
部
交
付
の
受
験
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
、
写
真
を
貼
付
し
、
住
民
票
の
写
し

（
本
人
分
の
み
）
１
通
、
80
円
切
手
を
貼
付
の
返

信
用
封
筒
２
通（
返
信
先
の
住
所
、氏
名
を
記
入
）、

消
防
職
（
救
急
救
命
士
）
の
み
、
救
急
救
命
士
免

許
証
の
写
し
を
添
え
て
必
ず
受
験
者
本
人
が
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
採
用
試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
は
消
防
本
部
総

務
課
の
ほ
か
、
伊
勢
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http.//

w
w

w.city.ise.m
ie.jp

）
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

　

９
月
１
日(

火)

～
９
月
15
日(

火)

ま
で
（
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。
土
曜
日

及
び
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。）
た
だ
し
、
郵
送
の

場
合
は
、
９
月
12
日(

土)

付
消
印
ま
で
有
効
と

し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

〒
５
１
６
︱
０
０
１
６

　

三
重
県
伊
勢
市
神
田
久
志
本
町1436-1

　

伊
勢
市
消
防
本
部
総
務
課

採
用
予
定
年
月
日

　

平
成
22
年
４
月
１
日

伊
勢
市
消
防
職
員
募
集

伊
勢
市
消
防
本
部
総
務
課（
２
５
）１
２
０
６

無
料
成
年
後
見
相
談
会
の

お
知
ら
せ

三
重
県
司
法
書
士
会
０
５
９（
２
２
４
）５
１
７
１

10
月
１
日
〜
７
日
は「
公
証
週
間
」で
す

︱
大
切
な
契
約
書
や
遺
言
は
公
証
役
場
で
︱

伊
勢
公
証
役
場（
２
８
）６
５
０
６

平
成
21
年
度
後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

伊
勢
市
消
防
本
部
予
防
課（
２
５
）１
２
６
３

【
乙
種
第
４
類
・
丙
種
試
験
】

▼
日
に
ち　

11
月
15
日
（
日
）

▼
場　

所　

皇
學
館
大
学
（
伊
勢
市
神
田
久
志
本
町

　
　
　
　
　

１
７
０
４
番
地
） 

▼
申　

込

９
月
16
日
（
水
）
～ 

９
月
30
日
（
水
）（
願
書
は
、

消
防
本
部
、
各
分
署
、
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
）

必
要
事
項
を
記
入
し
、
財
団
法
人　

消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部
宛
へ

▼
そ
の
他　

会
場
へ
は
、
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
甲
種
及
び
乙
種
第
４
類
以
外
の
試
験
は
日
時
会
場

が
違
い
ま
す
。

▼
日
に
ち　

９
月
26
日
（
土
）

▼
時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
場　

所　

三
重
県
司
法
書
士
会
館
３
Ｆ

　
　
　
　
　

津
市
丸
之
内
養
正
町
17
番
17
号

▼
内　

容　

老
後
の
心
配
ご
と
や
財
産
管
理
・
生
活

　
　
　
　
　

支
援
な
ど
に
関
し
て
の
成
年
後
見
制
度

▼
対
象
者　

０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

■
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

▼
日
に
ち　

９
月
30
日
（
水
）

▼
時　

間　

午
後
３
時
45
分
～
４
時
15
分

▼
場　

所　

梅
が
お
か
児
童
館

少
年
警
察
協
力
員
と
し
て
委
嘱

　

７
月
３
日
、
伊
勢
署
長
か
ら
次
の
方
々
が
少
年
警

察
協
助
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

少
年
非
行
防
止
、
健
全
育
成
活
動
は
、
警
察
と
地

域
の
方
々
が
一
体
と
な
っ
て
行
っ
て
こ
そ
本
当
の
効

果
が
上
が
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
地
元
地
区
住

民
の
み
な
さ
ん
に
次
の
方
々
が｢

少
年
警
察
協
助
員｣

で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

少
年
警
察
協
助
員
の
氏
名
及
び
住
所

　

任
期
は
２
年
で
、
要
保
護
少
年
の
発
見
保
護
、
非

行
少
年
等
の
発
見
、
少
年
相
談
、
有
害
環
境
の
浄
化
、

地
域
社
会
に
対
す
る
啓
蒙
が
主
な
活
動
内
容
で
す
。

社
協
た
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
５
８
）６
９
１
５

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

▼
日
に
ち　

９
月
10
日（
木
）・
20
日（
日
）・
30
日（
水
）

▼
時　

間　

午
後
１
時
～
３
時

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員　

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権

　
　
　
　
　

擁
護
委
員

■
ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル
（
介
護
者
の
つ
ど
い
）
開
催

　

日
頃
の
介
護
疲
れ
の
予
防
・
解
消
に
在
宅
介
護
者

の
方
を
対
象
と
し
た
懇
談
・
情
報
交
換
の
場
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
に
ち　

９
月
15
日
（
火
）

▼
時　

間　

午
後
１
時
～
３
時

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

会
議
室

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ　

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日
に
ち　

９
月
９
日
（
水
）

▼
時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

▼
内　

容　

育
児
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
一
緒
に
遊

　
　
　
　
　

ぼ
う
！

■
９
月
の
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

▼
日
に
ち　

９
月
18
日
（
金
）

▼
時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

Information  9 september

所
管
区

氏　
　
　
名

住　
　
所

田　
丸

舌

古

征

人

玉
城
町
田
丸

有　
田

小

林

弘

幸

玉
城
町
玉
川

蚊　
野

上

村

紀

男

玉
城
町
蚊
野
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ク
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ッ
プ
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16

に
こ
に
こ
チ
ャ
ン
ネ
ル

子
育
て
情
報
お
届
け
し
ま
す

　

残
暑
が
厳
し
い
折
、
体
調
を
崩
し
て
み
え
ま
せ

ん
か
？
夏
バ
テ
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
し
っ
か
り

食
べ
て
、
し
っ
か
り
睡
眠
を
と
り
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
前
、
５
ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
た
お
母

さ
ん
が
乳
幼
児
相
談
に
見
え
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
顔
を
見
て
そ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
と
て

も
に
こ
に
こ
と
し
て
く
れ
る
の
で
、「
ご
き
げ
ん
な

の
ね
」
と
話
し
か
け
た
ら
、「
家
で
は
、
機
嫌
の
悪

い
こ
と
が
多
く
て
よ
く
泣
く
ん
で
す
。
外
面
が
い

い
の
か
し
ら
…
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
近
、
親
の
前
で
安
ら
ぐ
こ
と
の
で
き
な
い
子

ど
も
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
親
の
前

で
は
お
と
な
し
く
他
人
行
儀
な
の
に
、
親
が
い
な

い
と
こ
ろ
で
は
、
あ
ば
れ
た
り
わ
ん
ぱ
く
だ
っ
た

り
す
る
。
本
来
の
自
然
な
子
ど
も
た
ち
は
、
親
が

い
る
と
き
は
安
心
し
て
、
遠
慮
な
く
ふ
る
ま
っ
て

い
た
の
で
す
。

　

ど
う
し
て
、
親
の
前
で
安
ら
げ
な
い
子
ど
も
た

ち
が
増
え
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
考
え
ら
れ
る

の
は
、
親
が
強
圧
的
な
や
り
方
で
、
親
の
思
い
通

り
に
い
う
こ
と
を
聞
か
せ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ

た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
親
子
の
腕
力
が
逆
転

し
た
と
き
、
ど
う
な
る
か
は
目
に
み
え
る
よ
う
で

す
。

　

子
ど
も
と
い
う
の
は
、
自
分
の
望
み
が
か
な
え

ら
れ
な
け
れ
ば
、
周
囲
の
い
う
こ
と
は
き
け
な
い

も
の
な
の
で
す
。

　

前
述
の
お
母
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
家

で
泣
い
た
り
、
ぐ
ず
っ
た
り
で
き
る
赤
ち
ゃ
ん
は

自
然
な
本
来
の
子
ど
も
の
姿
な
の
で
す
か
ら
、
そ

れ
で
い
い
の
で
す
よ
。
安
心
で
き
る
・
信
頼
で
き

る
人
の
前
で
は
、
安
ら
げ
る
の
で
す
か
ら
。
子
ど

も
に
と
っ
て
自
分
が
そ
う
い
う
存
在
で
あ
る
こ
と

に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
お
母
さ
ん
自
身
も
一
人
で
も
多

く
の
方
と
く
つ
ろ
げ
る
関
係
を
作
れ
る
よ
う
に
、

努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
っ
て
な
か
な
か
親
の
言
う
と
お
り
に
は
育
ち
ま

せ
ん
が
、
親
の
す
る
よ
う
に
育
つ
も
の
で
す
。
親

の
前
で
く
つ
ろ
げ
、
ど
ん
な
姿
で
も
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
の
な
ら
、
子
ど
も
は
き
っ
と
お
友
達
と

も
安
ら
げ
る
関
係
を
築
い
て
い
け
る
と
思
い
ま

す
。子

育
て
総
合
支
援
室
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
５
８
）８
０
０
０

〒 516-0805　伊勢市御薗町高向 1658　TEL：0596-24-2540
http://www.kyoeigakuen.ac.jp/　Email：iseshima@kyoeigakuen.ac.jp

伊勢志摩リハビリテーション専門学校
理学療法学科

有 料 広 告

★リハビリのスペシャリスト
リハビリによって、あきらめかけていた回復に道が見えてく
ると、人生を取り戻す希望が出ます。この喜びは患者様ご本
人だけではなく、理学療法士も非常にうれしいもので、やり
がいを感じます。

●「聞いて・見て・体験　なるほど！リハビリテーション」　　
　主催・三重県生涯学習センター　共催・三重県専修学校協会
　9月 26日　9：45～ 16：50　（受付 9：20～）
　お申込・お問合わせは三重県生涯学習センターまで
　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　059-233-1151
●オープンキャンパス　9/26　上記イベントと併行して
　本校入学に関する相談会を行います。
　こちらのお申込・お問合わせは本校まで

理 学 療 法 士 に な ろ う！理 学 療 法 士 に な ろ う！ 未
来
に
残
そ
う
バ
ス
・
鉄
道

三
重
県
政
策
部
交
通
政
策
課

０
５
９（
２
２
４
）２
８
０
５

０
５
９（
２
２
４
）３
１
９
４

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
み
な
さ
ん
か
ら

お
預
か
り
し
た
通
貨・証
券
な
ど
を

返
還
し
て
い
ま
す

名
古
屋
税
関
津
出
張
所
０
５
９（
２
３
４
）４
１
６
１

　

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
き
た
み
な
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
、次
の
通
貨
・

証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

・
上
陸
地
の
税
関
、
ま
た
は
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
な
ど

・
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預

け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本

に
返
還
さ
れ
た
も
の　

　

通　

貨
：
旧
日
本
銀
行
券
、
旧
日
本
軍
軍
票　

等

　

証
券
等
：
支
那
事
変
割
引
国
庫
債
券
、
大
東
亜
戦

争
割
引
国
庫
債
券　

等

　

詳
し
く
は
、
財
務
省
名
古
屋
税
関　

四
日
市
税
関

支
署
津
出
張
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
で
初
め
て
バ
ス
や
鉄
道
が
走
っ
た
日
を
記
念

し
て
、
９
月
20
日
は
バ
ス
の
日
、
10
月
14
日
は
鉄
道

の
日
と
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
12
日
（
土
）
13
日
（
日
）
は
、
バ
ス
の
日
を

記
念
し
て
、
県
内
路
線
バ
ス
が
大
人
半
額
、
小
児
50

円
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
（
一
部
路
線
を
除
く
）。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
公
共
交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
の
貸
付
、

介
護
料
の
支
給
な
ど

（
独
）自
動
車
事
故
対
策
機
構
三
重
支
部
０
５
９（
３
５
０
）５
１
８
８

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
勢

障
が
い
者
就
職
面
接
会
開
催
の
ご
案
内

　

伊
勢
公
共
職
業
安
定
所（
２
７
）８
６
０
９

　

伊
勢
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
お
仕
事
を
お
探
し

の
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
障
が
い
者
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
多
数
の
企
業
と
面
接
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
日
に
ち　

10
月
16
日
（
金
）

▼
時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場　

所　

伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

い
せ
ト
ピ
ア
（
伊
勢
市
黒
瀬
町
５
６
２

　
　
　
　
　

︱
１
２　

℡
２
１
︱
０
９
０
０
）

●
育
成
資
金
の
貸
付

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者
が
死
亡
又
は
重
度

の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の
子
弟
で
、
０
歳
か
ら
中

学
生
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
無
利
子
で
貸
付
け
る
制

度
で
す
。

　

貸
付
金
額
は
、
児
童
１
人
に
つ
き
一
時

金
１
５
５
、０
０
０
円
、
決
定
月
以
後
月
額

２
０
、０
０
０
円
、
小
学
校
と
中
学
校
入
学
時
に
入

学
支
度
金
と
し
て
４
４
、０
０
０
円
で
、
返
済
期
限

及
び
方
法
は
、
20
年
以
内
で
月
賦
等
に
よ
る
均
等
払

い
で
す
。

●
介
護
料
の
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
、
脊
髄
、
胸
腹
部
臓
器

に
損
傷
を
受
け
、
後
遺
障
害
の
程
度
が
左
記
に
相
当

す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①　

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
（
共
済
）
の
「
介

護
を
要
す
る
後
遺
障
害
」
等
級
第
１
級
１
号
・
２
号

で
常
時
要
介
護
の
方

　

介
護
に
要
す
る
費
用
の
負
担
に
応
じ
て

月
額　

５
８
、５
７
８
円
～
１
３
６
、８
８
０
円

②　

①
の
等
級
で
随
時
要
介
護
の
方

月
額　

２
９
、２
９
０
円
～
５
４
、０
０
０
円

※
事
故
が
平
成
14
年
３
月
31
日
以
前
の
方
は
、
等
級

認
定
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
、
様
々
な
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に
「
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
期　

間　

９
月
６
日
（
日
）
～
12
日
（
土
）

▼
時　

間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
た
だ
し
、土
曜
、日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

全
国
一
斉「
高
齢
者・障
が
い
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間
に
つ
い
て

　

０
５
９（
２
２
８
）４
７
１
１

9月11日は警察相談の日

警察総合相談電話
＃9110番

○犯罪等による被害の未然防止に関する相談
○その他県民の安全と平穏についての相談
○緊急の事件・事故以外の相談

《受付時間》
月〜金曜日（祝日を除く）
9：00〜17：00

Information  9 september

「美
うま

し国おこし・三重」　座談会にでてみませんか？ 9月17日（木）開催！
◆主　催 ： 「美

うま
し国おこし・三重」実行委員会　電話 059-224-2644

◆問合せ：玉城町産業振興課　電話 58-8204
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SLOW & STEADY 共感運転の南部自動車学校

南部自動車学校では、高校生の方の入校を受付しています。
１８歳になっていない方でも誕生日の３ヶ月前から教習を
開始でき、誕生日が来たら仮免許証を取得できますので、
スムーズな免許取得にはお早目の入校をオススメします。
詳しくは、各高校の生徒指導部に資料を請求してください。
※高校生の方に限り、フリータイム料金 31,500 円を無料にさせて
いただきます。

おかげさまで、平成２０年度普通免許入校数
三重県№１を達成いたしました。高校生の免許
取得も南部自動車学校におまかせください！
※三重県指定自動車教習所協会発表の資料による。

共感運転の

南部自動車学校
℡ 0596-23-1155

〒 519-0503　伊勢市小俣町元町 1648-10
          Web:  http://www.safety-nanbu.com

町内での催しなどを取材（放送期間＝2週間）
8月29日～
・語り継ごう戦争体験（玉城町遺族会）
・第15回写真クラブ「たまき」作品展
・親子絵本講座　 　　　　　　　　　 など　　　　　　　
9月5日～
・パパの楽しむ子育て応援プロジェクト
・家庭教育講演会
・ケアハイツ夏祭り 　　  など
9月12日～
・始業式（有田小）
・１歳のひろば    など
9月19日～
・まっちゃんとあそぼう 
     など

行政・広報番組、企画・特別編集番組など

町のお知らせ番組（音声付文字情報）

町議会が開催される当日午後9時から録画放送。
また、議会閉会翌週午後9時から再放送をします。

番組に対するお問合せ 放送に対するお問合せ 役場総務課     TEL 58-8200 （株）アイティビー制作部 TEL 27-0700

00 
06
30 
00
00
00

00

00

00

00

00

玉城オリジナル健康体操
知っ得、納得
ちょっとたまき

ちょっとたまき

00 
06
30 

健康体操
知っ得、納得

ビデオレポート 
特別番組 
ビデオレポート 

ビデオレポート 

ビデオレポート 

ビデオレポート 

ビデオレポート 

番組終了 

議会放送 
(議会終了まで) 
閉会後再放送 

議会放送 
(議会終了まで) 
当日録画 

番組予定 8月25日～9月24日
ビデオレポート （毎週土曜日更新）

（毎月1・16日更新）特別番組

番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。注意：

6

7

10

11

ちょっとたまき

00 
06
30 

健康体操
知っ得、納得3

ちょっとたまき

00 
06
30 

健康体操
知っ得、納得5

ちょっとたまき

00 
06
30 

健康体操
知っ得、納得9

ちょっとたまき

00 
06
30 

健康体操
知っ得、納得1

10

8・9

00 特別番組 1・2

00 特別番組 7・8

00 特別番組 11・0

0

4

6

2

9月1日～
・第35回真夏の夜の祭典（商工会）
9月16日～
・語り継ごう戦争体験（玉城町遺族会）

9月5日～
・平成22年度保育所入所のお知らせ
9月20日～
・まちの防災

役場職員が、町の事業紹介、お知らせなど 
（毎月5・20日に更新）知っ得、納得

（毎週土曜日に更新）ちょっとたまき

（終了まで）議会放送
・番組の紹介、行政情報など

無料スクー
ルバス

玉城町内運
行中！

高校生のみなさんナンブへ行こう！

　

ま
た
、「
萬
歳
留
」
以
外
の
「
中
村
大
蔵
文
書
」
に
も
、

こ
の
田
中
村
に
あ
る
文
書
の
原
本
も
写
本
も
見
当
た
ら

な
い
。

　

と
言
う
こ
と
は
、「
萬
歳
留
」
を
編
集
す
る
と
き
に
、

保
存
す
る
に
値
無
し
と
し
て
遺
棄
さ
れ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

享
保
十
七
年
の
駕
籠
訴
の
騒
動
、
そ
れ
に
寛
保
二
年

の
四
十
か
村
の
統
一
行
動
な
ど
を
記
録
し
た
、
歴
史
的

に
貴
重
な
史
料
が
記
録
者
の
手
に
よ
っ
て
部
分
的
に

カ
ッ
ト
さ
れ
て
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
何
を
物

語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

大
庄
屋
役
は
、
寛
政
十
年
ご
ろ
に
郡
奉
行
職
が
廃
止

に
な
り
、
そ
の
後
、
大
庄
屋
が
統
治
支
配
機
構
の
末
端

に
位
置
す
る
事
と
な
り
、
農
民
の
総
代
表
が
統
治
上
逆

の
立
場
と
し
て
、
農
民
を
支
配
す
る
事
態
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
騒
動
や
動
乱
等
が
あ
っ
た
と

き
は
、
先
ず
吟
味
す
る
の
が
、
大
庄
屋
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
吟
味
の
結
果
を
「
御
代
官
」
に
報
告
す
る
の
で

あ
る
。

　

歴
史
の
研
究
に
携
わ
る
者
の
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
、
事
実
の
記
録
は
、
こ
の
上
も
な
く
貴
重
な
資
料

で
あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
例
え
ば
記
録
者
が
自

分
の
社
会
的
地
位
を
強
く
意
識
し
て
、
或
い
は
、
自
分

の
趣
向
に
捕
ら
わ
れ
て
、
歴
史
的
事
実
を
物
語
る
と
、

そ
こ
に
資
料
の
選
択
に
厳
密
さ
が
な
く
な
り
、
恣
意
的

に
な
り
、
公
正
な
記
録
が
歪
め
ら
れ
る
と
い
う
結
果
を

も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
言
葉
を
替
え
て
言
う
な
ら
ば
無
意
識
的
に

歴
史
を
隠
蔽
し
、
歪
め
て
歴
史
的
真
実
を
後
世
に
残
す

こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

享
保
十
七
年
の
「
駕
籠
訴
」
事
件
の
時
も
、
大
庄
屋

が
農
民
吟
味
の
端
緒
を
握
っ
て
い
る
。
こ
の
寛
保
二
年

の
騒
動
の
事
後
の
吟
味
も
大
庄
屋
が
行
っ
て
い
る
。　

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
時
の
吟
味
に
つ
い
て
の
記
録
は

存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

例
の
「
駕
籠
訴
」
の
際
の
口
上
書
を
保
存
し
て
い
た

続
（
抑
圧
へ
の
反
抗 

百
姓
決
起
か
）
二
十
九

多
気
郡
田
中
村
に
、
こ
の
騒
動
に
つ
い
て
、
大
庄
屋
が

吟
味
を
し
て
い
る
が
、
果
せ
る
か
な
、
田
中
村
の
村
役

が
書
い
た
弁
明
書
が
三
通
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
事
は
、

多
気
町
史
の
通
史
の
な
か
で
海
住
春
弥
氏
が
こ
の
事
件

を
取
り
上
げ
て
記
事
を
書
い
て
い
る
の
で
、
ご
了
解
を

得
て
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

　

寛
保
三
年
亥
二
月
に
大
庄
屋
宛
に
出
さ
れ
た
口
上
書

で
あ
る
。

　
　

御
吟
味
ニ
付
口
上

　

―
略
―
翌
八
日
田
中
村
百
姓
が
ぬ
け
ぬ
け
と
田
丸
へ

出
て
い
く
様
子
で
あ
っ
た
の
で
、
直
ぐ
私
達
（
村
役
人
）

は
蚊
野
や
野
篠
村
ま
で
追
い
か
け
、
十
分
に
言
い
聞
か

せ
、
得
心
致
し
村
へ
帰
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
っ
そ

り
と
田
丸
表
へ
い
っ
た
の
で
は
と
心
も
と
な
く
、
私
ど

も
は
田
丸
へ
行
っ
て
町
中
を
見
回
り
ま
し
た
が
、
田
中

村
の
百
姓
は
、
一
人
も
居
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、

田
丸
表
へ
訴
え
出
た
の
で
は
と
厳
し
く
吟
味
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
一
人
も
出
た
者
は
い
ま
せ
ん
。
且
つ
又
、
廻

状
の
件
は
、
東
原
村
の
作
次
と
申
す
方
か
ら
「
当
村
の

甚
左
衛
門
と
申
す
方
へ
持
参
致
し
ま
し
た
時
、
甚
左
衛

門
は
他
出
し
て
お
り
、
ご
用
人
の
三
助
と
い
う
者
が
受

け
取
り
、
甚
左
衛
門
は
留
守
で
す
が
、
こ
の
状
は
何
方

へ
持
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
尋
ね
ま
し
た
ら
、
急
用

だ
か
ら
、
早
々
森
庄
へ
送
る
よ
う
に
申
し
ま
し
た
。
直

ぐ
三
助
は
郷
吏
に
渡
し
、
森
庄
村
甚
六
と
申
す
方
へ
渡

し
た
と
の
こ
と
、
廻
状
の
文
言
の
こ
と
は
、
三
助
も
郷

吏
も
無
筆
ゆ
え
、
読
む
こ
と
が
出
来
ず
、
内
容
は
知
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。­

―
略
―

　

右
の
よ
う
に
、
一
人
一
人
取
り
調
べ
た
と
こ
ろ
、
申

し
ま
し
た
。
相
違
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。」

　
　

寛
保
三
年
亥
二
月　

田
中
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
肝
煎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
兵
衛

　

中
村
勝
右
衛
門
殿

　

他
の
二
通
の
口
上
書
の
内
容
も
似
通
っ
た
も
の
で
あ

る
の
で
紹
介
し
な
い
。

【
原
作
提
供
者　

加
納
利
和
】

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特　
　
集

お
知
ら
せ
広
場



玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。 住民票、所得証明、各種申請、相談などご利用ください。 

ま ち か ど 掲 示 板
■玉城町役場　 ＴＥＬ58-8200　ＦＡＸ58-4494
　●総務課　　　  ＴＥＬ58-8200
　●税務住民課　  ＴＥＬ58-8201
　●生活福祉課　  ＴＥＬ58-8203
　●上下水道課　  ＴＥＬ58-8207
　●産業振興課　  ＴＥＬ58-8204
　●建設課　  ＴＥＬ58-8205
　●出納室　　　  ＴＥＬ58-8210
　●議会事務局　  ＴＥＬ58-8211
■教育委員会（村山龍平記念館）　
　　　　　　　 ＴＥＬ58-8212　ＦＡＸ58-7588
■玉城病院　 ＴＥＬ58-3039　ＦＡＸ58-7299
■ケアハイツ玉城
　●介護老人保健施設　 ＴＥＬ58-3770　ＦＡＸ58-3790
　●訪問看護ステーション ＴＥＬ58-8117

　●訪問介護ステーション ＴＥＬ58-8117
　●居宅介護支援事業所　  ＴＥＬ58-8822
■健康管理センター（地域包括支援センター）
　　　　　　　　　 ＴＥＬ58-7373　ＦＡＸ58-7625
■保健福祉会館（子育て総合支援室）　
　　　　　　　　　 ＴＥＬ58-8000　ＦＡＸ58-8688
■さくら児童館　　 ＴＥＬ58-8527　ＦＡＸ58-8528
■梅がおか児童館　 ＴＥＬ58-8345　ＦＡＸ58-8346
■いなほの郷児童クラブ室 ＴＥＬ58-3956　ＦＡＸ58-3956
■中央公民館　　　 ＴＥＬ58-6331　ＦＡＸ58-7755
■アスピア玉城
　●玉城ふれあいの館 ＴＥＬ58-8800　ＦＡＸ58-8801
　●ふるさと味工房アグリ ＴＥＬ58-8686　ＦＡＸ58-8687
■社会福祉協議会 ＴＥＬ58-6915　ＦＡＸ58-6916

休日・夜間当直室　TEL 58-8213

曜日 
診療科目 月 火 水 木 金 土・日・祝日

内  科 小林 小林 小林 

内  科 小林  小林 小林 

外  科

安田 

安田 

外  科 本泉院長 本泉院長  本泉院長 本泉院長 

整形外科

整形外科

矢田 矢田

矢田 矢田

矢田 矢田 関口 

特殊外来 休 診  

午　前
8:45～12:00

午　後
3:00～5:00 三重大学 

外　科 

三重大学 
循環器内科

三重大学 
循環器内科

総合診療 総合診療 総合診療

本泉院長 本泉院長  本泉院長 
総合診療 総合診療 総合診療

総合診療

三重大学 
眼科

三重大学 
皮膚科

9：00～12：00 9：00～11：00

5：00～ 6：00 

 (水曜日は6:00まで) 

玉城町国民健康保険玉城病院診療 内容のお知らせ
診療時間　午前8時45分～午後5時（水曜日は６時まで）
受付時間　午前８時00分～午前11時45分
　　　　　午後２時30分～午後４時45分
　　　　　（水曜日は午後２時30分～午後５時45分まで）

総合相談窓口　面談　受付でお申込みください。
電 話 相 談 午前９時～午後4時　（TEL 58-3039） 
ご案内　①午後は回診・検査・手術のために診療時間が遅れることがあります。
　　　　②学会等の都合により担当医が変わることがあります。

伊勢市休日・夜間診療所（内科・小児科）のご案内
　住　所：伊勢市八日市場町13-1　伊勢市福祉健康センター内　電話番号：0596-25-8795
　診療日：平日夜間、日曜、祝日　診療時間：昼間　午前10時～正午・午後1時～午後5時／夜間　午後7時30分～午後10時
伊勢地域救急医療情報センター：電話 0596-28-1199

※夜間・土日・祝日の急病診療は、医師・看護師不足により、お断りする場合がありますので、ご了承ください。

（平成21年7月30日現在）
〈人のうごき〉

人口
男
女
世帯数

15,302人（+2人）
7,471人（+1人）
7,831人（+1人）

5,038世帯（＋8世帯）（　）は7月1日以降の増減

編 集 後 記
　今年は長梅雨の影響
で、夏祭りの開催も危
ぶまれましたが予定通
り開催。
　悪天候にも関わらず、
たくさんの浴衣・じん
べえ姿の来場者が夏の
夜を満喫されていまし
た。
【撮影 : 広報編集委員会】

【料金】
・裏表紙下段・・・5,000円／回
　　　　　　色：カラー、サイズ：7cm×9cm
・中面の下段・・・8,000円／回
　　　　　　色：２色、　サイズ：7cm×18cm
・中面の下段・・・4,000円／回
　　　　　　色：２色、　サイズ：7cm×9cm

なお、掲載は玉城町広報広告掲載取扱
基準によります

　　　　玉城町総務課（58）8200

広 告 募 集 中！
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